歴史地震研究会2012～2013年度第1回幹事会
2012年10月9日（火）17：00～19：00　於地震予知総合研究振興会会議室
出席者：武村，松浦，吉田，林，諸井，石辺，小松原，中村，永井
1.　第29回歴史地震研究会の完了報告
参加者：
研究発表会：会員75名，非会員50名（合計125名）
懇親会：55名
巡検：31名
公開講演会：167名
マスコミ研究発表会7社10名，公開講演会2社2名
報道：4件
収支：ほぼ均衡している．
総括：問い合わせの割にはマスコミの人が来なかった（広報の仕方に問題があったか？）．開催地と関連する学会との協力関係を築くことができた．これは大きな収穫といえる．
関連事業への協力：地震学会が2013年10月6日に市民向け講演会を開催するが，その時期に開港資料館が震災関連の展示を行うので協力関係を作れないか．馬場旧行事委員が地震学会の講演会担当なので協力が可能．
その他：印刷費の請求書が届き次第，財政幹事に請求書を送ること．
保険費は開港資料館の松本さんが立て替えてくれている．領収証を諸井財政幹事に送って支払うこと．
横浜市ふるさと歴史財団が企画している関東大震災90周年記念・公開講演会について，歴史地震研究会の共催名義使用許可を承認．
2．入退会申請
浦谷さん，梶原さん，永治さん，小川さん，釜田さん，天野さん，藤井さん，岸田さんの8名入会申請．全員承認．
3．無償配布先について
最近会誌の無償配布を求める機関が増えている．現在では会員数と同じくらいの部数を無償配布しているが，このまま無償配布機関が増え続けると対応が困難となる．無償配布先は公共的で多くの人が閲覧できるところに限定する．野放図にプライベートな場所に配り続けることはしない．万一財政的に逼迫してきた場合には，アンケートを出して配布先を絞り込む可能性がある．
4．mushaの規約に削除とのみ書いた項目がある件について．
削除とのみ書いてある項目は削除する方向で松浦副会長が新規約案を作り，幹事会にまわす．
5．2011~2012年度の決算に関連して
5-1.　会費未納者対応
· 会費滞納状況のリストを作り，滞納者に督促状を出す．
· 総会議事録をまとめて督促状とともに会員に送付する．
· 未納金の納付期限を設定する．
5-2.　総会議事録について
・　収入欄の会誌口絵代の記載は削除する．
· 新潟大会補填を支出の中に入れると理解しにくいので，剰余金として記載する．
・　総会議事録は総会での意見を受けて表現を修正するが，残額は変わらないので改めて総会は再度開かない．
・　決算状況について会計士に相談した．謝礼として菓子折りを持参することになった．
5-3　HP公開について
・　新規約と規定を武村さんから，新編集規定を松浦さんから，石辺さんに送ってHPを作る．
6．次回の幹事会
・　功績賞について議論する．受賞者には旅費などを出す．表彰状のために印鑑を作る必要があるか否か検討する．
・　次回の日程：林行事幹事の都合を優先して決める．12月の上旬～中旬(10日の週が良い)を軸として小松原が調整する．
